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【目的】東日本大震災から9年目の現在、県内外に避難している原発事故被災者に対する調査から、心的ストレスレベル
の改善が見られるものの、一部の避難者が未だに高いストレス状態に苦しんでいることも明らかになった。本発表では、
被災者らの社会・経済的要因と心的ストレス症状の関連性に着目し、今後の支援及びケアのあり方を検討する。

【方法】2019年12月から2020年2月において、福島県内外にて避難生活を送る避難者を対象にアンケート調査を実施し、
第一段階として1月6日に回収された226件を解析し、心的ストレス症状を測定するK6の得点に影響を及ぼす社会・経
済的要因について検討する。

【結果】本調査では、ストレスレベルが高いと考えられるK6カットオフ値13点以上を示した者の割合が10.6%であった。
本アンケート調査データをカイ2乗検定にて分析した結果、現在の経済状況に対する悩み、現在の仕事に対する不満足、
住宅支援の打切り、原発事故賠償の心配、主観的健康状態、現居住地域の友人との付き合いの欠如、避難先での嫌な経
験などの要因が被災者の高いストレス状態とかなり強い関連性を示している。

【結論】被災者の高いストレス状態には、避難生活による経済的ストレス、健康状態に対する心配、社会的孤立などの社会・
経済的要因があることが明らかになった。こういった社会の不平等、経済的格差による構造的暴力に着目し、被災者に
より適切な支援を行う必要がある。
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【目的】新人指導に適した看護師は，有能で健康的であると目される（今井田他，2019）。こうした看護師は，共感性や感
情の管理能力が高く，職業的アイデンティティも確立され，人生満足度が高いのに対して，病的解離傾向は低いことが
予測される。本研究では，新人指導に適した看護師の心理的特性を探索的に検討するために，上記の仮説を検討した。

【方法】今井田他（2019）と同じ，研究協力の同意を得た新人指導に適していると目された看護師9名を対象に，共感性と
感情労働，職業的アイデンティティ，人生満足度，解離傾向を測定する質問票調査を行った。

【結果】感情労働と職業的アイデンティティについては先行研究における一般看護師の，それ以外の変数については看護
師のデータがなかったため，一般大学生の平均値を検定値とした1サンプルのt検定を行った。その結果，自己指向的共
感の「空想」や他者指向的共感の「共感的配慮」，解離傾向と検定値の差が有意，自己指向的共感の「個人的苦悩」と感情
労働の「表層適応」，「ケアの表現」と検定値の差が有意傾向であり，いずれも検定値より低かった。それ以外の変数と検
定値の間に有意差はなかった。

【考察】本研究から，新人指導に適していると目される看護師の共感性や感情の管理能力が特に優れているわけではない
ことが分かった。看護師において，新人指導の有能さと心理的特性にはほとんど関係がないことが示唆された。
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